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江戸川高等学校　令和５年度　年間授業計画

学　　　期 評価の観点・方法

改訂版　高等学校　数学Ⅲ
(数研出版)

１学期
（６５）

指導内容 具体的な指導目標

数Ⅲ入試直前演習

＊なお、担当者のそれぞれの工夫や、生徒の理解の進み方等の事情により、必ずしも上記計画のとおりに展開するものでは
   ありません。

定期考査は年間４
回。評価はすべての
テストと提出物等の状
況を総合的に判断し
て行う。

数列や関数値の極限の概念を理解し、それらの事象を考
察できるようにする。

第３章　関数、第４章　関数の極限、第５
章　微分法

第５章　微分法、第６章　微分法の応用、
第７章　積分法とその応用

微分法について理解を深めるとともに、その有用性を認
識し、事象の考察に活用できるようにする。

平面上の曲線と複素数平面、極限、微分法及び積分法
についての応用力をたかめ、知識の習得と技能の習熟を
図り、事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばすとと

もに、それらを積極的に活用できるようにする。

＊学期欄に（　　）で記入してある時数は、予定時数です。

３学期
（４０）

２学期
（７０）

第７章　積分法とその応用　第１章　式と
曲線

積分について理解を深めるとともに、その有用性を認識
し、事象の考察に活用できるようにする。

数Ⅲ入試問題演習、数学入試問題演習


